明け くれに 昔 こ ひしき こころ もて 生く 

る 世 も はた ゆめの うきはし (晶子) 

かおる えん リ やくじ 

薫 は 山の 延暦 寺に 着いて、 常のと おりに 経 巻と 仏 

像の 供養 を 営んだ。 横 川の 寺へ は 翌日 行った ので ある 

そうず らいが 

が、 僧都 は 大将の 親しい 来駕 を 喜んで 迎えた。 これ ま 

さと-つ 

でから も 祈禱に 関した 用で つきあって いたので あるが、 

特に 親しい という 間柄に はなって いなかった ところが、 

いつぼん みや 

今度の 一 品の 宫の御 病気の 際に、 この 僧都が 修法 を 申 

し 上げて 著る しい 効果 を 上げた の を 見た 時から、 大き 



の 時に 私が 役 だっこと になる かと 思いまして 小 野に 住 

ませて あるので， } /ざ い ます」 

「あの 辺 は 近年まで 住宅 も 相応に あった そうです が、 

このごろ は 家が 少なくな つたそう です ね」 

と 言った あとで、 薫 は 座 を 進めて 低い 声に なり、 

「確かな ことと も 思われません し、 また あなたへ ぉ尋 

ねし まして は、 なぜ 私が それ を 深く 知ろうと する のか 

と 不思議にお 思いになる であろう しと はばかられ るの 

うち 

です が、 その 山里のお 家で 私に 関係の ある 人が お 世話 

になって いると いう こと を 聞き ましたが、 事実で ある 

とすれば、 そうなる までの 経路な どもお 話し 申して お 



今す ぐお 寄りに なって、 お話しに なること をお 話しに 

なる、 それ は 何の 罪に も あなたのお なりになる ことで 

はありません」 

僧都 はこう 言う のであった。 薫 は 笑って、 

「あなたの 罪になる ような お 手引き を 願った と 取って 

おいでにな るの は 誤解です よ。 私 は 今日まで 俗の 姿で 

おります だけで も 怪し い ほど 信仰 を 深く 持 つ 男です。 

少年の 時代から 遁世の 志 を 持って いるので すが、 三条 

の 宮様が お 一 人き りで、 私の ような 者 一 人 をた よりに 

き. 19 な 

思 召す のが 断ち切れぬ 絆に なりまして、 そのまま 今 

も 世に 交わ つ ております うちに 自然に 位な どと いう も 



た いま つ 

が、 軒の 間から 見える 山の 傾斜の 道 を たくさんの 炬火 

が 続いて おりて 来る の を 見る ために 尼た ち は 縁の 端へ 

出て いた。 

「どなたが お通りになる のでしょう。 前駆の 人が たく 

よか わ め ひき ぼし 

さんな ように 見えます ね。 昼間 横 川の 方へ 海 布の 引 乾 

を 差し上げた 時に、 大将さん がお いでに なって、 にわ 

きょうおう したく 

かに 饗応の 仕度 をして いる 時で、 いいおり だった と 

いうお 返事が ありまし たよ」 

「大将さん というの は 今の 女 r 一 の宫 のた しか 御 良人で 

いらつ しゃる 方です ね」 

などと 言って いるの も、 世間に 通じない 田舎め いた 



ことで あ つ た。 

あの人た ちが 言うよう に 実際 大将が 通る のであろう 

やまみち 

かと 浮 舟が 思って いる 時に、 かって これに 似た 山路 を 

薫の 通って 来た ころ、 特色の ある 声 を 出した 随身の 声 

が 他の 声に まじ つ て 聞こえて きた。 月日が 過ぎれば 過 

ぎる ほど 昔 を 恋しく 思 つ たりす る こと は 何にも ならぬ 

あみ^ J つ 

むだな ことで あると 情けなく 姫君 は 思い、 阿弥陀 仏 を 

讃仰 する ， J とに 紛らせ、 平生よりも 物 数 を 言わずに い 

た。 

薫 は 常 陸の 子 を 帰途に すぐ 小 野の 家へ やろうと 思つ 

やしき 

たので あるが、 従えて いる 人の 多いた めに 避けて 邸 



そうす 

だけ は 逢いと う) J ざ います。 僧都 様が 手紙に お書きに 

なりました 人な どに は 断然 私 はいない ことにして しま 

じょうず 

い た いと 思う の で，) J ざ います。 なんとか 上手に お 言 い 

くだす つて、 まちがいだった というよう におつ しゃつ 

て、 お隠しく ださい ませ」 

と 浮 舟の 姫君 は 言った。 

「むずかし いこと だと 思います ね。 僧都さん の 性質 は 

僧と いう もの はそんな ものである という 以上に 公明 正 

大 なのです からね、 もう 何の 虚偽 もま じらぬ お 話 をお 

伝えして しまいな すった でしよう よ。 隠そうと しまし 

て も ほかから ずんずん 事実が 証明され て ゆきます よ。 



「今 は 心が かき 乱されて います。 少し 冷静に なり まし 

てから 返事 をいた しましょう。 昔の こと を 思い出し ま 

しても 少しもお 話しす るよう な こと は 見いだ せません _ 

ですから 落ち着きましたら このお 手紙の 心の わかる こ 

とが あるか もしれ ません。 今日は このまま 持って お 帰 

しく ださい。 ひょっと いただく 人が 違って いたりして 

は 片腹痛 い で は) J ざいません か」 

ひろ 

と 姫君 は 言い、 手紙 は 拡げた ままで 尼 君の ほうへ 押 

しゃった。 

「それで は 困る ではありません か。 あまりに 失礼な 態 

せ 又 をお 見せになる ので は、 そばに いる 人 も 申し わけが 
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